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コ
ロ
ナ
旋
風
が
吹
き
荒
れ
た
年
も
、
今
年
で
三
年
目
と
な
る
。
学
術
研
究
・

教
育
の
場
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
を

中
心
に
新
た
な
時
代
へ
の
変
容
も
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な

か
お
届
け
す
る
『
人
文
論
叢
』
百
八
号
の
巻
頭
、
掲
載
論
文
に
、
江
戸
末
期
の

俳
人
研
究
、
扇
を
め
ぐ
る
芸
術
文
化
論
、
幕
末
～
明
治
期
を
生
き
た
文
人
の
文

章
論
、
清
末
文
人
に
見
る
明
代
小
説
研
究
と
、
時
代
の
変
容
期
を
取
り
上
げ
た

論
考
が
目
立
つ
の
も
、
昨
今
の
世
界
情
勢
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
旋
風

に
よ
っ
て
お
お
く
の
既
存
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
変
容
が
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
一

方
、
そ
の
新
た
な
試
み
の
中
に
、
次
の
時
代
へ
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
各
時
代
・
地
域
の
社
会
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
在
り
か
た
等
を
見
据
え

る
人
文
社
会
系
の
学
問
に
と
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
旋
風
は
、
新
た
な
風
と
な
り
得

る
だ
ろ
う
。

　
「
私
の
研
究
」「
紹
介
」
の
ほ
か
恒
例
の
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
研
究

題
目
一
覧
も
修
了
生
卒
業
生
の
皆
様
に
贈
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
っ
て
学
業
生
活
に
大
き
な
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
年
で
も
あ
る
が
、

時
代
を
悲
観
せ
ず
危
機
を
好
機
に
変
え
、
人
文
学
の
知
恵
を
身
に
つ
け
た
若
き

開
拓
者
と
し
て
未
来
に
繋
げ
て
欲
し
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
不
便
な
制
約
の
あ
る
な
か
の
今
年
度
の
編
集
作
業
に
お
い
て
、

担
当
助
手
の
小
島
朋
子
氏
に
は
大
き
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。謝
意
を
表
し
た
い
。
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